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夏休みが始まります 

【生活】                            

○「よい子の夏休み」のプリントをお家の人とよく読んで、家での約束や決まりを確 

   かめましょう。                                                       

 ・子供だけでの川遊びや火遊びは、絶対にしません。         

 ・危険な場所には 近付きません、遊びません。 

・行く場所を伝えて、家の人と決めた時間には家に帰りましょう。 

○早寝、早起きして、しっかり朝ご飯を食べましょう。      

○自分の仕事は、進んでやりましょう。お手伝いをしましょう。         

○ラジオ体操、プール、外遊びなど、なるべく午前中に体を動かしましょう。  

 ・とても暑い日が続きます。外で遊ぶときは、帽子、水分補給を忘れずに。          

 

【学習】 誰もがやる学習   ・・・◎             

     やってみるとよい学習・・・○ 

◎夏休みの友 

 （丸をつけもします。間違いは、直しましょう。） 

◎夏休みの生活(一行日記) 

◎漢字練習５ページ以上 

(夏休み前の５０問テストなどの結果を参考に学習を進めましょう。) 

◎計算ドリル５ページ以上 

  (時間があるとき、計算ドリルを進んでやりましょう。) 

◎国語関係コンクールの中から一つ以上。(習字は、除く。) 

◎図工関係コンクールの中から一つ以上。 

 ＊作文用紙と画用紙等は申し訳ありませんが御家庭で御用意してください。 

＊学校で内容を説明し、どれをやるか子どもたちに選ばせました。万が一難しい 

場合は、できそうな課題に変更し、やってきてください。 

◎はがきの投函 

◎絵日記コンテスト（指定用紙） 

◎読書(３冊)〔カード２枚〕 

◎植物の観察 ２枚(花とたね 花やたねがならない場合はそのときの様子) 

○自主学習(夏休みまでに 学習したことの復習) 

〇日記   ○理科研究   ○習字 

○体力づくり・・・水泳・縄跳びなど 

○リコーダーや鍵盤ハーモニカの練習   など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

夏休みに 学校に来るとき 

 ☆ 絶対に、一人で来校しては、いけません。  

 ☆ 来たときは、ぜひ、かんぴょうの様子を観察してください。  

   プールに来る人 開放日の 10:00～11:30 

 ○兄弟や近所の友達と一緒に来ましょう。  

 ○家の人に送り迎えをしてもらいましょう。 

○プールカードのはんこと体温を忘れずに。 

 学習支援に来る人  

○兄弟や近所の友達と一緒に来ましょう。 

○家の人に送り迎えをしてもらいましょう。 

○学習支援を希望した人は、勉強する物を持って来よう。 

 ※忘れ物などで、学校の中に入るときは、まず「職員室」に来て声を掛け 
 てください。 

 ※８月１３日（月）～１６日（木）は「お盆期間中の学校業務休止」の日で 

 す。 

 

           

 ９／３（月）前期後半が、スタート  運動会の練習が始まります！ 

◎登校時刻 ８：１０ 

◎持ち物（用意したら、☑を書こう。） 

 □ 上履き／体育館シューズ  □夏休みに学習したもの全て 

 □ 雑巾１枚         □体育着 

 □ 給食セット、歯磨きセット □赤白帽子 

 □ 「月曜日の時間割」の用意  

 □ 図書の本（手提げに入れて） 

  ☆荷物を少しずつ持てこよう  道具箱、習字道具、リコーダー、けんばん、絵の具セット 

 

 お願い 

・最終日に給食当番だった子は白衣を持ち帰ります。個人面談のときにお持ちくださ 

い。 

・マリーゴールドやホウセンカは、夏休み中に花が咲き終わったら、種取りをし  

  て保管しておいてください。(植木鉢の使用は３年生で終わりです。御家庭で御使 

用ください) 

・新しくノートを購入される場合は、同じマス目のものを購入してくだい。 

・運動会の表現で黒 T シャツを使用します。柄無しのもので、ワンポイントは入っ 

ていても大丈夫です。御協力よろしくお願いします。 

  ・道具箱、絵の具、習字セット、筆箱など、点検・補充をお願いします。 

 

             夏休みにしかできないことに挑戦しよう。 

              とっておきの体験をしてみよう。    


